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どうなる？日本の景気
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榊原英資　慶応義塾大学教授
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金子　勝　慶応義塾大学教授
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	(榊原)
	・昨年１月は竹中ショツクで株価は下がった。2002年夏ごろから企業収益はよくなった。更に2003年によくなり、アメリカ経済が圧倒的によくなった。

	
	アメリカ経済

	
	
	ＧＤＰ
	8.2%　(03年7～9月年率換算)
	20年ぶりの高水準
	

	
	
	住宅着工件数
	207万件(03年11月前年比)
	19年ぶり
	

	
	
	雇用者数(非農業)
	5万7,000人(03年11月前年比)
	４ヵ月連続増
	

	
	出所：米商務省、労働省

	
	・２日前に出た製造業の生産指数は20年来の好況。アメリカ経済はめちゃくちゃによい。日本の輸出関連企業もよい。中国もよい。

	(金子)
	・アメリカがよいのは、減税をやり、医療改革をしたから。減税の効果は大きい。

	
	・金持ちは物を買う。貧しい人はデフレが進んでいる。二極化が進んでいる。
・金利を上げられない。双子の赤字(経常赤字、財政赤字)でドル安を日本だけが買い支えている。大統領選挙向けの政策的支えである。

	
	

	
	
	東京新聞：景気回復基調鮮明に　217社アンケート　
	

	
	
	毎日新聞：業績よくなる69%  国内景気「楽観」57% 129社アンケート
	

	
	

	(榊原)
	・マーケットは先を読む。すべて収益がよいと読み込んでいる。これから上がるということは、2005年2006年にかけて更に上がるということである。
・2005年になるとアメリカ経済はどうなるか分からない。2004年に株価が上がるのは年末にかけて難しい。

	好調続くか？アメリカ経済

	(榊原)
	・今年の予測は4.5%と圧倒的によい。間違いなく2004年は、アメリカ経済はよい。
・これだけ経済がよいのにドル安になっている。皆がアメリカは構造的におかしいと思っている。

	(金子)
	理由は簡単。①双子の赤字が80年代と同じで、当時はドルが、円に対して半値になった。②FRBは住宅や株価をつり上げるために金利を安くしなければならないがドルは上がりようがない。③イラクのもつれで長引いたらどうするか不安である。

	(加藤)
	・2005年は、アメリカは引締めに入る。

・日本経済は強くなって輸出の増加が確実に表れる。

	(金子)
	・外国為替資金特別会計は20兆円である。過去最高が7兆600億円。１年の経常収支の黒字よりも大きな額を介入してもたせている。
・ヨーロッパはアメリカから逃げ出しているのに、日本だけがアメリカの国債を買い支えている。来年60兆円、外国為替資金特別会計を増やそうとしている。円高を阻止するため、下がるアメリカ国債を分かっていてどんどん買っている。介入しなければ100円になっている。


経済復活のためにこれをやれ！
	(榊原)
	・金融危機はない。メガバンクに公的資金を投入することはない。一部の地方銀行に公的資金の投入、再編成はありうるが金融庁しだいでどうにでもなる。
・セーフネットができている。「りそな」の様なことは金融庁の手綱さばきで危機にはならない。危機にしないというのが政府の方針。

	(金子)
	・大手銀行を「りそな」並みに累積損失を整理すれば、どの銀行も自己資本比率を割る。「りそな」方式で銀行を救済するということで銀行株が下がっただけの話しで不良債権は終った。

	景気回復に死角あり地銀は大丈夫か

	(金子)
	・地銀は深刻。大手地銀と国債に依存している第２地銀や信金があって、地域経済が落ち込んでいるので、第２地銀や信金は厳しい。
・財政は、補助金カット、三位一体で、財務省主導で地域経済を傷めている。

・地銀の不良債権の増加率は１年で7～8%伸びている。

	(榊原)
	・地域経済は非常に悪い。これは政府の課題。経済の構造そのものを変えなければならない。

	小泉構造改革に展望があるのか

	(榊原)
	・いよいよ小泉改革がインチキということがバレてきた。道路公団民営化は改悪、建設を抑制して債務を返すということが目的であった。直轄方式で税金を入れるようにし、有料道路代金を担保にして借り入れできるようにした。一番喜んでいるのが道路族の古賀さんですよ。
・三位一体は、改革派の知事が皆怒っている。財務省主導の地方歳出削減である。地方分権ではない。

・年金は破綻している。抜本改革しなければならないのに、その付けを企業とサラリーマンに回した。これは最悪の事態。

	(金子)
	・粉飾国家である。外国為替資金特別会計も、地方交付税特別会計も、特殊法人も(不良債権が)大量に眠っている。
・年金の積立金の2/3には、特殊法人に60兆円～100兆円不良債権が眠っている。

・年金を道路で使っている。それを民営化で責任をとらずあいまいにしている。

	(加藤)
	・改革で大事なことは郵貯改革。これができれば一挙に問題は解決する。

	(森永)
	・道路改革で猪瀬さんは悪者みたいになっているが、ちょっとでも改革の成果をとろうと頑張っただけ、それを見放したのは小泉さんである。トップがやるといえば出来たはず。最初から名をとるだけでやる気はなかったのだろうと思う。

	(金子)
	・この国は人々のチェックが出来ない子会社、特別会計、特殊法人というところで赤字をため込んでゆくやり方がある。大事な事は情報が開示されていないことである。民営化の前に情報を示して国民が判断すること。


竹中大臣に直撃！これでいいのか小泉改革

借金700兆円どうなる！日本

・歳出の伸びはほぼゼロで拡張予算ではないが、極端な緊縮予算でもない。
・極端な緊縮予算をやると景気に影響がある。緩やかにやって行く。

・その中で財政収支の改善をするのが最大のポイント。

・プライマリーバランス(基礎的財政収支、金利を払う前の収支)が大事である。

プライマリーバランスの推移(対GDP比)


・2004年には明らかにGDP比で低下しはじめた。

・約10年かけてゼロ(収支を均衡)にする。これをしないと日本経済は破綻する。

・現在-5%　これを毎年0.5%(×10年=＋5%)改善させる。これが出来れば財政は持続可能である。

・補正予算なれした体質を改善して行く、財政に頼らなくても内需で成長できるように構造改革をする。

・2006年度までは歳出を増やさない。

・今年は、この国の「そもそも論」(あるべき論)をやる。一番難しいのは地方交付税(三位一体)の「そもそも論」である。改革論の原点に立ちもどって加速させる。
以上

(後記)

・本質論でないと思う発言は省略した。

・財務省主導の地方の歳出カットありきで、地方分権の姿が見えてこない。
・小泉改革も今年が正念場で、本物かインチキかが問われる。本物であって欲しい。本物であれば、小泉さんは歴史に残る宰相となろう。
・プライマリーバランスを10年かけてゼロにすると言っているが借金は減らない。しかも、日本経済の活力を維持することが前提で可能。それには規制撤廃・民営化が必要。
・「改革を怠けた(失われた)10年」を経て、政府もやっと「そもそも論」(日本のあるべき姿)を考えるようになった。遅きに失した感があるがやらないよりはよい。
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